
デザイン科学研究所
Creative Media Research Center

「人々が“豊かな生活”を実感することのできる時空間の創造」にむけた
「デザイン科学研究」及び「橋渡し促進エージェント」の中核拠点

主な研究テーマ

●リビングラボ（SoS/CPS）を実現するためのアジャイル・ガバナン
スの研究

●メタバースによるアントレプレナーシップ教育方法論の研究
●デザインリサーチの新たな方法論の研究
●デザイン科学アプローチによるリスキリング方法論の研究
●コレクティブ・ワークスの方法論およびリサーチストラテジーの研究

●デザイン科学の論文フォーマットのあり方の研究（学術誌「デザイ
ン科学研究」）

●未来のモビリティー社会のあり方の研究
●ものづくり企業のソリューション提供力に関する研究
●小中高大一貫アントレプレナーシップ教育に関する研究

デザイン科学研究所は、21世紀の大学の「ありえる姿」「ある
べき姿」「ありたい姿」を構想し、産学官市民の連携による「総
合知」の発揮を通じて、その最適な実現を図る「デザイン科学
研究」の世界的な中核的拠点の形成を目指しています。持続可
能な社会の構築に寄与すべく、研究領域を融合して（学融合）
大学で生みだされる専門知を内外の知と結びつけ、「未来創造
のエンジン」として「実践知の蓄積とその利活用」による「社会
実装」及び「教育への還元」に重点を置きます。
「あるものの探究」としての認識科学は「事実→仮説→検証→
理論」の研究方法論の雛型が確立されており、認識科学のよ
りどころは唯一絶対の存在である「自然」ゆえに、解は一つで

す。一方で、我々が拠り所としている「デザイン科学」は、社会
的課題に根差した「挑戦するに値する価値」を提示し、共感を
獲得しなければなりません。価値を導入する以上「あるべきも
のの探究」に対する解は一意には決まりません。「あるべきもの
の探求」は自ずと特定の主体の価値観を纏うのです。したがっ
て、デザイン科学の研究方法論は「価値命題→最適化→実現
→検証」のループを回して「全体最適」に近づける「知力」の営
みとなります。それは個別利害の調整（政治）プロセスであり、
ガバナンス・メカニズムやビジネス・エコシステムから発現する
「治力」に大きな影響を受けます。希望に満ちた未来の「ありえ
る姿」「あるべき姿」「ありたい姿」の探究には、コレクティブ・

インパクトの発想を土台とする産学官市民による戦略的共創の
枠組み構築が重要です。
社会の審美的・倫理的に「あるべき姿」と技術的に「ありえ
る姿」に不足しているのは、社会を構成するマルチステークホ
ルダー（人々/企業/行政等）の多様性を包摂した意志、つま
り「ありたい姿」です。これに対して、本研究所のレガシーであ
る「グローバルMOT研究センター」及び「デザイン科学研究セ
ンター」では、設立以来、研究領域の“Beyond Borders”を

意識し、人文社会科学が持つ審美的かつ倫理的な視点から価
値の探究を推し進めると同時に、人文社会学・自然科学を問
わない領域越境型、産学官連携型の研究を展開してきました。
さらに、学術誌「デザイン科学研究」を発行し、デザイン科学
を実践する研究者の論文の発表の場としても機能してきまし
た。これからも本研究所では、このようなデザイン科学（design 
science）研究の体系化を目指します。
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『デザイン科学研究』創刊にあたって ……………………………… 八重樫　文 i

■論文
1. 建設生産システム革新とフレキシビリティ
 ―自律分散制御型生産システム構築に向けた業種横断的論点― … 善本　哲夫 1
2. デザイン・ディスコース概念の理論的考察による
 「意味のイノベーション」論の再解釈 …………………………… 井登　友一 39
3. ブランド資本と企業の財務的特徴 ……………………………… 松浦　総一 59

■研究ノート
4. 予測困難な事業環境下での小規模製造業の経営
 ―COVID-19 発生前後の事例研究からの示唆― ………………… 服部　繁一 77
5. 企業のデザイン力を測定するためのツールの開発 ……………… 八重樫　文 103
  安藤　拓生
  後藤　　智
  森田　崇文
6. 人間中心的サイバーフィジカルシステムの現状とモデル提案 …… 後藤　　智 119
  徳田　昭雄
  高梨千賀子
  顧　　鴻錚

Celebrating the First Issue of  the Journal of  Design Science …………………… Kazaru Yaegashi i

Articles:
1 The Innovation and Flexibility of  Construction Production System 
 ―Cross-industry Issues for the Way of  Autonomous Decentralized Control Production Systems―
 ……………………………………………………………………………………Tetsuo Yoshimoto 1
2 Reinterpreting the Theory of  “Innovation of  Meaning” Through 
 a Theoretical Consideration of  the Concept of  Design Discourse
 ……………………………………………………………………………………Yuichi Inobori 39
3 Brand Equity and Financial Characteristics
 ……………………………………………………………………………………Soichi Matsuura 59

Research Notes:
4 Small-Scale Manufacturing Management in Unpredictable Business Environments 
 ―Suggestions from Case Studies Before and After the Occurrence of  COVID-19―
 ……………………………………………………………………………………Shigekazu Hattori 77
5 Developing the Tool for Measuring the Design Capability of  Companies 
 ……………………………………………………………………………………Kazaru Yaegashi 103
  Takuo Ando
  Satoru Goto
  Takafumi Morita
6 The Conceptual Model of  Human-centered Cyber Physical System
 ……………………………………………………………………………………Satoru Goto 119
  Akio Tokuda
  Chikako Takanashi
  Hongzheng Gu

1
Vol.

2

Vol.2

Journal of Design Science

立命館大学
デザイン科学研究センター紀要

デザイン
科学研究

2023

立命館大学
デザイン科学研究センター『デザイン科学研究』編集委員会

2023   Journal of Design Science

デ
ザ
イ
ン
科
学
研
究

デザイン科学研究

立
命
館
大
学
デ
ザ
イ
ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

■論文
1. 1 on 1ミーティングの頻度と仕事の成果の関係
 ―ワーク・エンゲイジメントの媒介効果に着目して― ……………… 古田　克利 1
2. 創造的問題解決としてのデザインに必要な
 能力に関する理論的整理………………………………………… 安藤　拓生 23
3. デザイン研究における今日的課題の検討………………………… 八重樫　文 51
  磯邉　美香
  三好　春陽
4. デザインにおける考古学のレジリエンスモデル
 ―アーキオロジカル・プロトタイピングの可能性― ………………… 中村　　大 77
  後藤　　智
5. 組織において「対話」されるということの意義
 ―3つの類型の比較を中心に ………………………………… 増田　智香 105
6. デザインにおけるリフレーミングの研究課題 ……………………… 三好　春陽 117
  八重樫　文
7. デザイン思考家の条件 …………………………………………… 岩谷　昌樹 133
  八重樫　文
■研究ノート
8. 組織ブランド形成におけるデザイナー能力の
 組織的貢献メカニズムに関する検討 …………………………… 磯邉　美香 157
9. 性的マイノリティに対する総合理解の影響要因および交互作用分析
 ～LGBTセミナーを受講した大学生を対象として～ ………………… 閻　　亜光 187
10. ミドルマネジメント向けデザインマネジメント
 研修プログラムDesign+CORDISモデルの開発 ……………… 後藤　　智 207
  八重樫　文
11.「探究学習」における課題とデザイン …………………………… 林　　留里 225
  後藤　　智
12. デザイナーの持つデザインの信念・動機に関する探索的研究 … 安藤　拓生 243
■プロジェクト研究報告書
13. 組織のデザイン力の測定ツールDAMの活用報告……………… 青山　優里 265
  後藤　　智

Articles:
1 The Relationship between Frequency of  one-on-one Meetings and Job Outcomes 
 ―Focusing on the Mediating Effect of  Work Engagement―………………………Katsutoshi Furuta 1
2 Theoretical Considerations of  Capability Necessary for Design as Creative Problem Solving. 
 ……………………………………………………………………………………Takuo Ando 23
3 Current Issues in Design Research ………………………………………………Kazaru Yaegashi 51
  Mika Isobe
  Haruhi Miyoshi
4 Resilience Models of  Archaeology in Design ― A propssal for Archaeological Prototyping 
 ……………………………………………………………………………………Oki Nakamura 77
  Satoru Goto
5 On Significance of  Dialogue in Organizations ― Comparison with 3 types in Companies
 ……………………………………………………………………………………Tomoka Masuda 105
6 A Research Agenda on Reframing in Design ……………………………………Haruhi Miyoshi 117
  Kazaru Yaegashi
7 Requirements for Being a Design Thinker ………………………………………Masaki Iwatani 133
  Kazaru Yaegashi
Research Notes:
8 The mechanism of  contribution of  designer ability for organizational brand formation 
 ……………………………………………………………………………………Mika Isobe 157
9 Influencing Factors and Interaction Analysis of  Perceptions of  Sexual Minorities
 ～A study of  college students who attended an LGBT seminar～ …………………Yan Yaguang 187

10 Development of  design management training program Design+CORDIS model 
 for middle managements …………………………………………………………Satoru Goto 207
  Kazaru Yaegashi

11 Challenges and Design in Inquiry Learning ……………………………………Ruri Hayashi 225
  Satoru Goto

12 Exploratory Research for the Antecedent of  Designing: Beliefs and Motives.
 ……………………………………………………………………………………Takuo Ando 243
Practice Report:

13 Project Report for Measuring the Design Capability of  Companies using DAM
 ……………………………………………………………………………………Yuri Aoyama 265
  Satoru Goto

# デザイン科学の研究拠点
ものづくり企業のソリューション提案力の向上を目指し活動しているものづくりとソリューショ
ン研究会や、将来のモビリティをベースとした社会を探索するフューチャー・モビリティ研究
会など、様々な研究会を実施しています。また、学術雑誌「デザイン科学研究」を発行し、デ
ザイン科学の社会への発信を行なっています。

# 協働のプラットフォーム
企業と共同で、「人とモビリティの未来を拓く」
研究や「メタバースをはじめとした新しい教育
の形」の研究を実施しています。さらに、福井
県若狭町、熊川宿の空き家問題への取り組み
において、若狭町や株式会社DEKITAと連携
し、シェアオフィスプロジェクトを展開してい
ます。また、北海道長沼町では、株式会社ミ
サワホーム総合研究所、長沼町、立命館慶祥
高校と連携した地域活性化プロジェクトを推
進し、OIC の地元である茨木市とも様々なプ
ロジェクトを実施しています。

# 社会教育・人材養成拠点
武蔵野美術大学・ソーシャルクリエイティブ研
究所と連携し、学生や社会人向けのデザインマ
ネジメント教育研修プログラムの開発・実施を
行ないます。また、企業での実務経験や博士
の学位を有した教員が、これらの背景を活かし
た新技術および新事業の創造や普及に関する
教育を実施します。

研究所長：後藤 智（経営学部 教授）
主な研究拠点：大阪いばらきキャンパス
お問い合わせ：立命館大学 研究部 OICリサーチオフィス デザイン科学研究所事務局  ℡  : 072-665-2570  ℻  : 072-665-2579
✉ : oicro@st.ritsumei.ac.jp　https://www.ritsumei.ac.jp/research/rcds/
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